
【目標１：経常収支比率】 【目標２：基金残高】
期間中は扶助費・公債費の上昇により92％を上回って推移 期間中は20億円以上(目標額)を確保し増加傾向

【目標３：実質ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰﾊﾞﾗﾝｽ】 【目標４：実質単年度収支】
普通建設事業費の抑制等により期間後半には均衡を保つ見込み 期間中は普通建設事業費の抑制や財政健全化の取組により黒字で推移

【歳入額】 【歳出額】 【地方債残高】
期間中は市税の増等により400億円を超えて増加傾向 期間中は義務的経費の増等により400億円を超えて増加傾向 期間中は臨時財政対策債の発行が無いこと等により減少傾向

第３次総合計画 前期基本計画　　各種財政指標等の推移

本市独自の健全財政確保のための目標

　　　　　　　　（令和３年度に設定）

目標１：経常収支比率は92％未満とする。
　財政構造の弾力性を測定する指標で、低ければ低いほど財政運営
の柔軟性があり、政策的に使えるお金が多くあることを示します。
　Ｒ１決算における全国類似団体の平均値である92.0％未満を維持
することを目標として定めます。

目標２：基金残高（財政調整基金＋減債基金）は、20億
円以上とする。
　財政調整基金は経済状況等の著しい変動に伴う税収の減や、自然
災害に伴う復旧費などにより、財源が著しく不足する場合に備える
ための基金で、減債基金は市債の償還に必要な財源とするための基
金です。
　Ｒ２決算における標準財政規模202億6,900万円の10％である20億
円以上を確保することを目標として定めています。

目標３：実質的なプライマリーバランスを維持する。
　地方債残高抑制のため、地方債の発行・償還額から臨時財政対策
債や緊急防災・減災事業債など普通交付税への算入措置額を除いた
「実質的なプライマリーバランス」を維持することを目標として定
めます。

目標４：実質単年度収支を２年連続赤字にしない。
　単年度の収支から、財政調整基金への積立や地方債の繰上償還な
どの黒字要素と、財政調整基金の繰入などの赤字要素を加減したも
ので、単年度の実質的な黒字・赤字を示します。
　安定的な財政運営を行うため、２年連続で赤字にしないことを目
標として定めます。

柔軟性の確保 将来への備え

将来負担の抑制 安定性の確保
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